
郷土料理の日 栃木 《 3月13日（水）すいとん汁 》

世界の料理 ベトナム
《 3月6日（水）フォー 》

学校給食用食材の放射性物質の測定結果

境町立学校給食センターでは，学校給食用の食材について，放射性物質測定器で測定し，結果を公表します。

測定結果 （単位：Ｂｑ／ｋｇ）

※測定システムは，「Ｎａｌシンチレーション検出器」ヨウ化ナトリウムシンチレーションによる機器でヨウ素ー１３１，セシウムー１

３４・１３７を検出・測定しています。

「検出せず」とは，放射性物質が存在しないか，検出限界値（２０Ｂｑ／ｋｇ：測定時間による）以下であることを表します。

「桃の節句」や「上巳の節句」ともいい，ひな人形や桃の花を飾り，

女の子の健やかな成長と幸せを願います。行事食として，ちらしずし，

ハマグリの潮汁，ひなあられ，ひしもちなどが食べられています。

栃木にはすいとんの伝説があるそうです。現在も地名として那須の近隣の地域に黒羽という地域があり，ここの藩

主の姫が，あるとき体を壊してしまい食事もとることができずに衰弱してしまいました。那須湯本にある喰初寺という

寺にお祈りにいったときに，団子を食べるようお告げがあり，団子として現在のすいとんのようなものを作り食べたとこ

ろ，病気が治り体調が回復したという伝説があるそうです。

ひしもちが登場したのは江戸時代以降といわ

れ，それ以前には，厄をはらうヨモギの葉を

入れた「草もち」が作られていました。ひしもち

の緑色の部分にもヨモギの葉が使われます。

季節のおたより

フォーはベトナムを代表する国民的料理です。

ベトナム人にとってソウルフードであり，一日3食フォーで済ませる人

もいるほど生活に密着している料理です。

路上の屋台からレストラン，ホテルの朝食などベ

トナムのあらゆるところでフォーは食べられています。

原材料は米粉と水で，日本ではうどんに似ている

ことからベトナムうどんとも呼ばれています。

放射性ヨウ素(131) 放射性セシウム(134・137)

キャベツ 茨城県 検出せず 検出せず

チンゲンサイ 茨城県 検出せず 検出せず

放射能物質測定結果

1月25日

検査日 品目 産地名

日ごとに寒さが和らぎ，春がすぐそこまで来ていることを感じます。

３月は１年間のまとめの月です。自分自身の食生活や，給食

を通して学んだこと，できるようになったことなどを振り返り，新しい

学年で挑戦したいことを考えてみましょう。

毎日を生き生きと過ごすためには，健康な体をつくることが基本

です。給食の時間や授業で学んだことを生かし，“食べたもので体

がつくられていく”ことを意識して，よりよい食生活を送ってほしいと

思います。


